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中枢性嗅覚障害では嗅覚脳領域に病理学的変化が起こるが、その領域の活動性と嗅覚能力の

関連性は明確ではない。﨑川らは、機能的磁気共鳴画像法（fMRI）で嗅覚刺激時の嗅覚脳領域

の活動を評価し、血中酸素濃度依存性（BOLD）信号と嗅覚の検知閾値と認知閾値の関連性を検

討した。認知障害のない高齢者 24 名（74.4 歳）を対象とし、fMRI 下で嗅覚刺激を行った。関

心領域から抽出した BOLD 信号と閾値の関連性を偏相関解析で検証し、関連性を認めた関心領

域（左扁桃体、左嗅内野皮質、左海馬傍回、左右海馬、眼窩前頭葉）の信号を独立変数とし重

回帰分析を行った。その結果、左扁桃体の信号は検知閾値に影響を与え、左扁桃体と内側眼窩

前頭葉の信号は認知閾値に影響を与えていた。さらに関心領域の信号と検知閾値または認知

閾値を変数としてパス解析を行い、左扁桃体の信号が両閾値に影響を及ぼしていることが示

され、左扁桃体は一次嗅覚野と眼窩前頭葉を結ぶハブの役割を担うことが示唆された。嗅覚の

検知と認知における左扁桃体の活動性の重要性を明らかにした本論文は、本学大学院学位論

文(博士)審査基準を満たしており、学位論文に値すると判断した。 

 

（主査が記載） 


